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第７回石川県内水面漁場管理委員会議事録 

 

１  日時及び場所 

令和３年１１月３０日（火）  13時 30分 

石川県庁 11階 1101会議室 

 

２  招集者の氏名、議事事項及び通知を発した年月日 

(1)  招集者氏名  会 長  八田 伸一 

 

(2)  議事内容 

①全国内水面漁場管理委員会連合会による中央省庁に対する令和４年度提案につ

いて 

②全国内水面漁場管理委員会連合会による中央省庁に対する令和４年度提案項目

に係るアンケート調査結果について 

  ③その他 

 

(3)  通知を発した年月日  令和３年１１月１６日      

 

３  出席委員（１０名） 

会    長    八  田  伸  一      会長代理    河  本  幸  治 

委    員    國  盛  孝  昭   委  員    金 田 一 義 

  〃    林     紀代美         〃    河 西 秀 晃 

  〃    森   信 子     〃    加 藤 唯 央 

〃    島 田 明 子         〃      柳 井 清 治 

 

４  欠席委員   なし 

 

５  説明員等 

県水産課    武田次長、田中課長補佐、坂本主任技師 

事務局      福嶋局長、大内局次長 

 

６  議事の顛末 

別紙のとおり 

 

７  結果概要 

(1)全国内水面漁場管理委員会連合会による中央省庁に対する令和４年度提案 

について 

事務局から説明を受けた。                  （資料-１） 

 

(2)全国内水面漁場管理委員会連合会による中央省庁に対する令和４年度提案 

項目に係るアンケート調査結果について 

事務局から説明を受けた。                  （資料-２） 

   水産課から補足説明（事例紹介）を受けた。 

 

(3)その他 

    特になし  
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８  閉会の日時 

令和３年１１月３０日  14時 15分 
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［ 別紙 ］ 

第７回石川県内水面漁場管理委員会の議事の顛末 

 

福 嶋 局 長 定刻となりましたので、ただ今から第７回内水面漁場管理委員会

を開催します。 

それでは、開会にあたり、八田会長からご挨拶をお願いします。 

 

八 田 会 長  皆様、ご苦労様でございます。 

 コロナウイルスがやっと落ち着いたところですが、また、今日か

ら外国の新たな変異株が入りまして、入国禁止ということになりま

したけれども、そういうものが流行らないことを祈っております。 

 石川県の内水面関連の事業につきましては、今年度はほとんど終

わりに近づいております。 

 先月にはアユの産卵場の整備も終わりまして、手取川のサケ釣り

も今月、無事に終わりました。 

 あと残っていますのは、サクラマスの発眼卵を沈潜しまして、卵 

は３週間程でふ化すると思います。また、１月にカジカの産卵床を

整備して、今年度の事業は終わりとなります。 

 また、今日の議事にも外来魚の話が出ますが、先日、金沢漁協で

は、犀川の山側環状線の２００ｍ上流に５～６ｍの深さのところが

あり、そこにブラックバスがいるということで駆除を行いました。 

 これは釣り人からの情報があって行ったわけですが、結果として

は、ウグイが掛かっただけで残念ながらブラックバスは捕獲できま

せんでした。 

 また、後程、外来魚の話があると思いますので、その時にしたい

と思います。 

 それでは、本日もよろしくお願いします。 

 

福 嶋 局 長  ありがとうございました。 

 議事に入る前に、資料の確認をしたいと思います。 

 最初に、次第、次に資料-１として「全国内水面漁場管理委員会連

合会による中央省庁に対する令和４年度提案について」、資料-２

「令和４年度提案項目に係るアンケート調査結果について」をお配

りしてあります。 

 以上ですが、お手元にそろってますでしょうか。 

 それでは八田会長、議事の進行を願いします。 

 

八 田 会 長  それでは、本日の議事録署名人を金田委員と柳井委員にお願いし

ます。 

 

 ［両委員了承］ 

 

八 田 会 長 

 

 ではさっそく議事に入ります。 

最初に、議題１の「全国内水面漁場管理委員会連合会による中央省

庁に対する令和４年度提案」について事務局より説明をお願いしま

す。 
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大 内 局 次 長  資料１をご覧ください。全国内水面漁場管理委員会連合会による

中央省庁に対する令和４年度提案につきまして説明します。 

９月７日の第５回石川県内水面漁場管理委員会において、中央省

庁に対する提案行動結果について説明をしましたが、来年度の提案

書提出までの流れにつきまして説明します。 

 

まず、８月に第１回漁場管理検討会が行われております。 

検討会の結果、提案項目は昨年度と同様に６項目、Ⅰ外来魚対策に

ついて、Ⅱ魚病対策について、Ⅲ鳥類による食害対策について、Ⅳ

河川湖沼環境の保存及び啓発について、Ⅴ放射性物質による汚染対

策について、Ⅵウナギの回復についてとなりました。 

 

次に、１１月に各ブロック協議会で、追加提案項目や意見、アン

ケート調査結果を踏まえて協議することとなっており、本県は東海

・北陸・近畿地区の中日本ブロックにあたりますが、今年度の幹事

県である和歌山県がブロック内の意見をまとめることとなってお

ります。 

この協議会につきましては、コロナの感染防止対策として書面に

よる協議となっております。 

 

なお、本県から提出しました「ミズワタクチビルケイソウ」に係

る照会につきましては、書面決議の結果と併せて１２月の委員会で

報告いたします。 

 

最後に、東日本・中日本・西日本ブロック協議会の報告を踏まえ

まして、来年３月に第２回漁場管理検討会が行われまして、提案書

の最終案のとりまとめが行われます。 

 それから、来年５月に開催されます全内漁管連の通常総会で審

議、承認後、６月に中央省庁への提案書の提出となります。 

以上が、令和４年度中央省庁への提案項目とそれにかかるスケジ

ュールとなります。 

 

八 田 会 長 ただいま事務局より説明がありましたが、何かご質問等はござい

ませんか。 

 

 ［質問等なし］ 

 

八 田 会 長 特に無いようであれば、続きまして議題２「令和４年度提案項目

に係るアンケート調査結果」について事務局より説明をお願いしま

す。 

 

大 内 局 次 長  続きまして、令和４年度提案項目に係るアンケート調査の結果に

ついて説明します。 

２ページ以降の資料２をご覧ください。これは全国内水面漁場管

理委員会連合会が毎年実施している中央省庁への提案項目に係る

４年度の基礎資料とするために、当委員会の会長名で内水面漁業協

同組合にアンケート調査を実施した結果を取りまとめたものです。 
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まず、Ⅰ外来生物についてです。 

①外来生物による被害があった共同漁業権についての記入で、大

聖寺川、柴山潟、動橋川、手取川、直海谷川、大日川、犀川、浅野

川、邑知潟、赤浦潟、河原田川、町野川の１２河川、１３の漁業権

内において、外来生物のオオクチバス、コクチバス、ブルーギル、

ウシガエル、ブラウントラウト、ソウギョ、カムルチー、ミシシッ

ピアカミミガメ、アメリカザリガニ、ホテイアオイが確認されてお

ります。 

なお、太枠で囲まれている部分は、新たに確認されたものです。

また、直海谷川、邑智潟、赤浦潟については、新たに確認された 

河川及び潟となります。 

 

３ページをご覧下さい。 

②外来生物対策についてお聞きしています。駆除方法として、柴

山潟漁協では袋網、新丸漁協では餌釣り、金沢漁協ではかごと流し

網による駆除との回答がありました。 

また、大聖寺川漁協と輪島川漁協からは、新たに課題あるいは問

題点の回答がありました。 

③外来魚の再放流の禁止規定については「なし」です。 

④新たな外来生物に対する取組みについては、大聖寺川漁協から

バスを釣り上げた場合は、再放流しないように福井県の遊漁者に注

意している旨の回答がありました。 

 

４ページをご覧ください。Ⅱ魚病についてです。 

①魚病の発生状況についてです。冷水病については、天然水域に

おいて、動橋川漁協から２件、金沢漁協から１件の報告がありまし

た。なお、昨年度報告のありました柳田河川漁協からの報告はあり

ませんでした。また、エドワジエラ・イクタルリ症、ボケ病、ＫＨ

Ｖについての発生報告はありませんでした。 

②ＫＨＶ対策に関して、委員会指示以外の取り組みはしておりま

せん。 

 

５ページをご覧下さい。Ⅲ鳥類による食害対策についてです。 

①カワウの生息数と被害状況について、実態を把握している生息

数については、Ｈ３０が３７５羽、Ｒ１が１８７羽、Ｒ２が３３４

羽となっております。なお、被害魚種はアユとフナですが、邑智潟

のフナは新たに追加されております。 

②カワウ対策について、対策をしているのは、柴山潟、動橋川、

白山手取川、新丸、金沢、輪島川、柳田河川漁協で、追い払いや防

鳥糸を張るといった対応をしています。 

③カワウ対策の成果については、「Ａ：駆除又は追い払いにより

一定の成果を挙げている」が１漁協、「Ｂ：駆除または追い払いを

しているが被害の減少には至っていない」が５漁協、「Ｃ：効率的

な駆除手法が確立できていない」が３漁協、「Ｄ：思うような対策

を実施するだけの財源が不足している」が２漁協、「Ｅ：単県より

も広域的な単位で対策を講じる必要がある」が２漁協です。 

Ｆ：その他として白山手取川漁協から「手取川下流域にカワウが多
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い時には２００羽以上飛来」、新丸漁協から「まれに見かけるが、

生息数・被害実態は不明」、金沢漁協から「カワウの生息状況調査

を実施」、輪島川漁協から「県土木等公的機関の協力必要」、柳田

河川漁協から「５～６羽を確認」との回答がありました。 

 

６ページをご覧ください。鳥類による食害の被害についてです。 

①カワウ広域協議会について、「参加している」が１漁協、「参

加しておらず、また参加の必要までは感じていない」が４漁協、「全

国組織化すべき」が１漁協となっております。 

②鳥類による食害全般の被害報告について、柴山潟、動橋川、手

取川、河原田川でカワウ、サギ類。また、河原田川ではカモメやカ

ラスによる被害が上がっています。 

なお、柴山潟のサギが新たに追加されております。 

③他の団体と協力しているところは、ありませんでした。 

 

７ページをご覧下さい。Ⅳ漁場環境の保全及び啓発についてで

す。 

①漁場環境については、Ａ：土砂の流入及び堆積が１１漁協、Ｂ

：森林の伐採等による河川流量の変化が３漁協、Ｃ：オオカナダモ、

カワシオグサ、ミズワタクチビルケイソウの悪影響が１漁協、Ｄ：

アシ等の異常繁茂による漁場の縮小が６漁協、Ｅ：河畔林やアシ原

の繁茂による漁場の縮小が５漁協、Ｆ：排水による水質の富栄養化

が６漁協、Ｇ：災害復旧事業等による河川環境の均一化（瀬と淵の

消滅等）が７漁協、Ｈ：漁業に支障を来たす樹木の存在（一級河川

等）が１漁協、Ｉ：漁業に支障を来たす樹木の存在（二級河川等）

が６漁協、Ｊ：なしが１漁協となっております。 

 

Ｋのその他として、大聖寺川漁協から組合員の組合員の減少・高

齢化により、漁場環境整備や保全が困難になっている。動橋川漁協

から竹林が多い。新丸漁協から大日川本流及び支流等に流木が散乱

して、漁場環境が悪化している。輪島川漁協からイシマキガイが増

殖していて、上流で確認している。遊漁に支障があり、イシマキガ

イが付いている石にアユが付かない。町野川漁協から河口閉塞によ

り、汽水域が減少している。柳田河川漁協から水量が不足している

との回答がありました。 

 

②ダム、魚道等の工作物については、Ａ：ダムからの濁水の放出

は４漁協、Ｂ：ダムからの低温水の放出は２漁協、Ｃ：魚道の機能

不全は８漁協、Ｄ：なしは２漁協となっております。 

 

Ｅ：その他には、動橋川漁協から農業用水の取水口の管理不良の

ため、河川に影響が出ている。田への取水量が多いため河川水の減

少。大杉谷川漁協から魚道の設置を望む。ダムのヘドロの堆積が一

杯なので撤去を望む。金沢漁協からダムからの低水温水の放出のた

め、アユの成育が遅い。輪島川漁協から農業水取水のため違法工作

物がある。町野川漁協から魚道の無い堰堤・砂防ダムが多く、遡上

の妨げになっているとの回答がありました。 
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８ページをご覧下さい。Ⅴウナギの資源回復についてです。 

①ウナギが漁業権魚種として設定されている漁業権免許件数に

ついては、共同漁業権２４件のうち、大聖寺川、柴山潟、動橋川３

件で設定されております。 

②漁協が増殖指示量を達成できなかった事例は、大聖寺川漁協か

ら今年度は種苗の確保が出来なかったため対処できなかったとの

回答がありました。 

③は、増殖指示量が達成できない場合の対応については、Ｂの当

面は現行の増殖指示量を変更しないが，漁業権の切替時に検討する

が１漁協です。 

④下りウナギ保護に関しては、Ｃの「今後、何らかの対策を検討

している」が１漁協、Ｄ「現在のところ、特に対策について検討し

ていない」が８漁協です。 

 

９ページをご覧下さい。 

⑤下りウナギ対策の検討で、１漁協（動橋川）が自主的な取組を

検討しています。 

⑥対策が進まない理由で、Ｂの「そもそも天然のニホンウナギは

生息していない」が４漁協、Ｄ「ウナギを漁獲している漁業者や遊

漁者がいない」が４漁協、Ｅ「サケと違って元の河川に戻ってくる

わけではないのでメリットがない」が１漁協、Ｆ「因果関係が明ら

かでないため、漁場管理委員会指示で規制するのは適さない」が１

漁協、Ｇ「因果関係が明らかでないため、遊漁規則・行使規則で規

制することに理解をえられない」が１漁協となっております。 

 

最後に、Ⅵのその他、アンケート全般に対する意見について、輪

島川漁協から「県土木事務所や河川工事業者には、工事期間の調整

や汚水対策に係る河川工事の打合せに真剣に取り組んでいただき、

遊漁者に喜んでもらっている」との回答がありました。    

以上が、提案項目に係るアンケート調査について、県内の内水面

漁業協同組合から回答をいただいた内容となります。 

説明は以上です。 

 

八 田 会 長 ただいま事務局より説明がありましたが、水産課より補足説明が

あればお願いします。 

 

坂本主 任技師 水産課の坂本です。 

事務局から提案項目に係るアンケート調査結果の説明があった

ところですが、アンケート中の項目で漁場環境保全及び啓発につい

てというものがあり、河川内の構造物や魚道など、河川環境に関す

る課題や問題点など挙げられていたところでありますが、県内でも

河川工事等に関する課題や意見を集約し、発信しているという事例

がありますので、補足というよりはトピックスとしてのご紹介にな

りますが、水産課の方から説明させていただきます。 

 

この事例は、石川県内水面漁連が主催し、毎年開催している会議

で、国や県の土木関係部署の河川工事担当者と県内の内水面漁協の
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職員を参集し、河川工事に関する内容について意見交換の場を設け

ております。 

 

今年度も、先日、１１月２２日（月）に開催されましたので、そ

の内容をご紹介させていただきます。県内関係漁協からは、組合長

や事務局員の方が参加しておりました。 

 

会議の内容としては、国交省や林野庁、県の河川課や農業基盤課

など各土木関係部局から工事計画や実施内容の説明、また、工事に

おいて河川環境改善に配慮した取組の紹介などがあった後、関係漁

協から質疑応答という形式で意見交換が行われました。 

 

例年、河川環境の改善に関する取組などへの意見を直接担当部局

に投げかけられる機会として活発に意見が出ておりますが、今回は

先にアンケート調査の回答でもありましたダム下流でのヘドロ堆

積の問題などについて河川課に対応を求める意見が伝えられたほ

か、県の河川課から工事の事業費に一般的に組み込まれている環境

改善費という工事の対象地域が工事後も快適に利用できるよう環

境を維持改善するための取組に利用できる経費について説明があ

り、各漁協でも川づくりの取組などに活用してほしい旨の提案があ

るなど、有益な情報交換の場としても機能している印象でした。 

 

水産課としましては、本会議において各工事関係部局との連絡調

整や資料の作成などでご協力させていただいております。 

 

日頃から、河川工事の際には各関係漁協と調整のうえで計画・実

行してほしいということで当課からも関係部局には周知している

ところでありますが、この意見交換会では、直接の意見交換や同じ

ような課題を持つ河川や漁協との横の情報交換ができる場として

大変よい機会かと認識しておりますので、引き続きサポートしてい

きたいと思っております。 

以上、各漁協の課題に関する意見集約・発信の事例としてご紹介

させていただきました。 

 

八 田 会 長 内水面漁連としまして、今程、坂本さんから説明のあったとおり、

水産課のご協力をいただきまして、国交省や県の河川課や土木事務

所との打合せのお陰で、すごく川の状況が良くなってきておりま

す。 

 と言いますのは、私が１０数年前に金沢漁協の組合長になった当

時は、川の工事をするといっても、私共の組合が知らないで、工事

をすることが多かったのです。 

 １０数年前には、何の工事をしているのか、県や市に問い合わせ

をして、確認しているということがありましたが、最近は、漁協と

県の加賀や県央、能登の土木事務所との工事の打合せが行われるよ

うになってきました。 

 例えば、アユの放流時期に放流すると濁ってアユが駄目になりま

すので、そういう時には、時期をずらしてもらいます。 
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 あるいは、アユの遡上時期には、工事をストップするとか、お互

いに話合いをしまして、良い状況になっています。 

 これは、水産課のご協力のお陰だと思っておりまして、本当に、

県内の漁協は、少しずつ良くなっております。 

 そういう中で、今、大杉谷川の上流のダムに土砂が堆積している

という問題があるのですが、この工事をするにしても、莫大な経費

が掛かるそうなので、なかなか、手につかない状況です。 

 この件について、大杉谷川漁協の河西委員から、何かご意見があ

ればお願いします。 

 

河 西 委 員 元々、あのダムは、土砂を溜めるためのダムだったらしいのです

が、その考えが甘かったということで、溜まりすぎた土砂を毎年抜

くのですが、最後の方で、必ず土砂を引っ張って落ちてきてしまい

ます。 

そのまま、水が出てくれればいいのですが、秋口だとほとんど水

が流れない状態で、下流で土砂が溜まってしまうという状態です。 

折角、カジカを放流しても、生息するところがないというような

現状になっているので、そのようなことが無いようにやってほしい

と常々要望はしておりますが、なかなか予算が付かないということ

で、今の状態になっております。 

 

八 田 会 長 はい。ありがとうございます。 

 それでは、國盛委員の方で、何かございましたらお願いします。 

 

國 盛 委 員 私のところは、特にありません。 

 

八 田 会 長 はい。 

それでは、加藤委員の方で、何かございましたらお願いします。 

 

加 藤 委 員 今の話ですと、白峰は堰堤工事が大変多いところですが、一々、

チェックはできないのですけれども、組合には、土木事業者から事

前に連絡が入っております。 

何日から何日までの期間に限ってやりますということで、ほとん

どが地元の業者さんですから、漁協のことはよくわかっています。 

先程ありましたように、大杉谷川漁協さんが、悩んでおられるよ

うに、堰堤が完全に埋まってしまって、機能していないと大変です。 

そういったところに、柳が生えてどうにもならないというところ

は１ヶ所、大口谷の上流と途中谷川の合流点の堰堤のところは、土

木事務所の方で土砂を取り除きました。 

予算的には大変だと思いますが、地道にやっていただければ漁協

の方にはあまり影響がありませんので、非常にありがたいと思って

おります。 

 

八 田 会 長 ありがとうございます。他にありませんか。 

 

加 藤 委 員 本日の議事の中で、鳥害や外来魚の影響とか、非常に沢山ありま

すが、白峰漁協は特殊な山間の環境ですので、こういうサギなどの
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鳥害や外来魚の影響は無いということで、そういう意味では白峰漁

協は恵まれております。 

他の漁協さんは、稚魚を放す時に食べられてしまうとか、大変な

思いをしているということはわかっておりますが、幸い、白峰漁協

では、そういったことは出ていないということを報告しておきま

す。 

 

八 田 会 長 はい。ありがとうございます。 

 私の漁協のことを話ますと、ブラックバスは放したら、もうどう

しようもありません。 

 例えば、池などでもブラックバスを絶滅させようと思えば、水を

抜いて石灰を撒いて退治はできるのですが、その中にフナとかコイ

がいますと、それを予め捕獲して水槽に保管してから退治しなくて

はならなくなりまして、そんなことは、なかなかできません。 

 浅野川の上流に、そのようなブラックバスを釣る若い人がおりま

すが、釣ったら必ず持って帰るように言うのですが、川に逃がして

しまうというのが実情です。 

 先程も、犀川の話をしましたが、そこは水深が３～４ｍ以上の深

いところなのですが、毎年、サクラマスの釣り人はリールで釣るた

めに深いところは水深が７ｍもあると言われています。そこは、長

さでいうと１５０ｍ位ありますが、そこで毛針釣りでアユを釣る

と、アユが釣れた時に、何かが食いついて頭だけが上がってくると

いうことを何回も聞きました。 

 それで、これは間違いなくブラックバスではないのかなというこ

とで、１１月４日に山中の内水面水産センターにも協力をいただい

て、５ｃｍ程のコイの稚魚を餌にして、針で５０本を流しました。 

 その内容は新聞でご覧になった方もいるかも知れませんが、釣れ

たのは３０ｃｍのウグイが１尾のみで、８～９割、餌だけが取られ

ました。ブラックバスが必ず釣れると思いましたが残念な結果とな

りました。 

 なお、犀川では大豆田大橋の下流に堰堤がありますが、アユの遡

上時期に、深さ２ｍのところで友釣りに行きますと、餌が取られる

という話を聞いております。来年は、アユが遡上する前、４月の半

ば位にブラックバスの退治をしたいと思っております。 

 ブラックバスというのは、動いているものに対して食いつく習性

があるということですので、止まっているものには食いつかないと

いうことを聞いております。 

 大事なアユが遡上する前にやってみたいと思っております。外来

魚につきましては、以上です。 

  

 また、金沢漁協では、犀川、浅野川、森下川と３つの河川があり

ますが、釣り人が少ないために森下川がどうしても犀川、浅野川の

後になってしまいます。 

 森下川は、堰堤等が多くあるのですが、皆さんご存じのブドウの

木というのがありますが、その前に大きな堰堤があります。そこに

は、魚道がついているのですが、地区の方が板を下して止めてしま

うものですから、時々、その板を上げにいきます。 
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 森下川は、県の河川工事の計画がありますので、そのような堰堤

に魚道の整備をお願いするということに力を入れていきたいと思

っております。 

 計画では、必ず予算が付いて回りますから、一遍にという訳には

いきません。ですから、河西委員のところも一遍にという訳にはい

きませんから、県の土木と調整して、少しずつ予算をとっていただ

いてということになるかと思います。 

 國盛委員の組合が管轄する町野川の下流における河口閉塞の方

も、３年程前から県の方も計画はしているようですけれども、実施

に移っていませんし、そういうことが少しでも進んでいけば、内水

面は良くなると思います。 

 長くなりましたが、皆様から、何かございませんか。 

 

 ［質問等なし］ 

 

八 田 会 長 特に無いようでしたら、次に、議題３の「その他」ですが、委員

の皆様から何かございませんか。 

 

 ［質問等なし］ 

 

八 田 会 長 

 

それでは、他になければ、事務局からお願いします。 

 

大 内 局 次 長 次回の委員会について案内させていただきます。 

次回は、１２月２１日（火）の１３時３０分から県庁１１階の１

１０１会議室で開催いたします。 

なお、コロナウイルスの感染状況をみまして、日程や会議場所に

変更が生じた場合には、先にご連絡をさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

 

八 田 会 長 皆様よろしいでしょうか。 

 

 ［全員了承］ 

 

八 田 会 長 それでは、以上で本日の委員会を終了します。 

ご苦労さまでした。 
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